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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
 

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
駐
屯
地
隊
員
の
皆
様

に
は
、
ご
家
族
様
共
々
よ
い
お
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
や
核
実
験

な
ど
北
朝
鮮
に
よ
る
脅
威
が
理
由
の
ひ
と
つ
に

挙
げ
ら
れ
、
１
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に

「
北
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
北
海
道
上
空
を
通

過
し
た
際
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
作
動
す

る
な
ど
、
こ
れ
ほ
ど
脅
威
を
身
近
に
感
じ
た
年

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
は
、
何
事
も
な
く
平
穏
な
年
で
あ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
が
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
は
厳
し
く
、
国
内
に
お
い
て
は
大
規

模
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

隊
員
の
皆
様
は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

事
態
に
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
完
遂
す
べ
く

駐
屯
地
司
令
以
下
厳
し
い
訓
練
に
明
け
暮
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。  

 
 

 
 

支
部
は
、
大
規
模
災
害
等
が
発
生
し
た
際
に

派
遣
さ
れ
る
隊
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
任
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
家
族
支
援
事
業
を
推
進

し
、
サ
ポ
ー
ト
態
勢
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
よ
り
深
め

て
い
け
る
よ
う
に
役
員
一
同
知
恵
を
絞
っ
て
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
各
種
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
皆
様
に
と
っ
て
今
年
一
年
が
よ
り

良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

第
12
施
設
群
長
兼
ね
て 

 
 

 
 

岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

  
 

１
等
陸
佐 

梅
木 

正
造 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
、
第
十
二
施
設
群
を
は
じ
め
と
す
る
駐
屯
地
所
在

部
隊
は
、
北
部
方
面
施
設
隊
の
廃
止
・
第
三
施
設
団
の
新

編
に
伴
い
、
新
た
な
体
制
へ
と
改
編
い
た
し
ま
し
た
。
改
編

直
後
に
無
事
に
戦
力
発
揮
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
ま
す
と
、
中
国

は
強
大
な
軍
隊
の
建
設
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
東
シ
ナ

海
及
び
南
シ
ナ
海
等
に
お
い
て
力
を
背
景
と
し
た
一
方
的

な
現
状
変
更
を
試
み
て
い
ま
す
。
ま
た
ロ
シ
ア
は
、
軍
事

改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
北
方
領
土
等
へ
の
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
配
備
の
発
表
な
ど
極
東
地
域
に
お
け
る
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
誇
示
し
て
い
ま
す
。
更
に
北
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
軍

事
的
脅
威
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
お
り
、
米
朝
間
の
緊
張

も
高
ま
る
よ
う
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
他
方
国
内
に
目

を
転
じ
ま
す
と
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

よ
う
な
大
規
模
震
災
を
は
じ
め
、
昨
年
の
九
州
北
部
地

区
の
豪
雨
の
よ
う
な
予
期
せ
ぬ
大
災
害
の
発
生
も
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
は
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
駐
屯
地
は
、
我
が
国
防
衛
の
「
最
後
の

砦
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応
し
て
任
務
を
完
遂

し
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
常
に
態
勢
を
維
持
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
信
頼
さ
れ
る
地
域
社
会
の

一
員
と
な
れ
る
よ
う
厳
正
な
規
律
を
保
持
し
、
地
域
に

貢
献
し
つ
つ
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希

望
に
満
ち
溢
れ
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

  
 

支
部
長 

藤
原 

恒
雄 



 

第
12
施
設
群
（
群
長
・梅
木
1
佐
）は
平
成
29
年
９

月
16
日
（
木
）
～
29
日
（
金
）
、
平
成
29
年
度
北
部
方

面
隊
総
合
戦
闘
力
演
習
に
参
加
し
た
。 

 

本
演
習
で
は
、
群
主
力
は
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い

て
第
５
施
設
隊
と
協
同
連
携
し
任
務
を
遂
行
し
た
。

群
本
部
と
第
５
施
設
隊
本
部
は
合
同
指
揮
所
を
開

設
・
運
営
、
第
３
９
８
施
設
中
隊
と
第
５
施
設
隊
第

３
小
隊
は
旅
団
指
揮
所
を
構
築
し
た
。 

 

第
４
０
０
施
設
中
隊
と
第
５
施
設
隊
渡
河
器
材
小

隊
は
釧
路
演
習
場
に
お
い
て
自
走
架
柱
橋
に
よ
る

応
急
橋
梁
の
架
設
を
実
施
し
、
第
３
０
２
坑
道
中
隊

は
第
３
施
設
団
直
轄
と
な
り
、
然
別
演
習
場
に
お
い

て
北
部
方
面
通
信
群
及
び
北
部
方
面
会
計
隊
が
行

う
陣
地
構
築
に
お
け
る
機
力
支
援
及
び
技
術
指
導

を
実
施
し
た
。 

 

演
習
中
は
部
隊
間
で
の
連
携
を
密
に
し
て
任
務
を

遂
行
し
、
今
後
の
訓
練
・
業
務
の
資
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

平成２９年度北部方面隊総合戦闘力演習 

状況報告 
 

巡 閲 
 

儀じようを受ける山崎総監 
 

総監訓示 
 

揮 毫 
 

隊内巡視（生活隊舎） 
 

平成 ２ ９年度北海道防災総合訓練 

平成 ２ ９年度秋季演習場定期整備 

 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
29
年
10
月
16
日

（
月
）
～
22
日
（
日
）
、
平
成
29
年
度
北
海
道
防
災
総
合
訓
練
に

参
加
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
札
幌
直
下
型
地
震
発
生
時
に
お
け
る
自
衛
隊
と

防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
生
地
に
お
け
る
橋
梁
架
設
に
つ

い
て
演
練
し
、
災
害
対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
、
第
４
０
０
施
設
中
隊
長
（
田
川
１
尉
）
が
橋
梁
架
設

隊
長
と
な
り
第
12
施
設
群
、
第
13
施
設
群
、
第
14
施
設
群
、
第

５
施
設
隊
及
び
第
11
施
設
隊
の
渡
河
器
材
小
隊
を
指
揮
し
、
札

幌
市
を
流
れ
る
豊
平
川
に
自
走
架
柱
橋
10
橋
節
（
約
１
０
０
ｍ
）

の
応
急
橋
梁
を
架
設
し
た
。 
 

 

20
日
に
行
わ
れ
た
実
動
訓
練
で
は
、
消
防
の
レ
ス
キ
ュ
ー
車
両

や
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
車
両
、
救
援
物
資
を

積
載
し
た
民
間
の
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
が
架
設
し
た
橋
梁
を
通
過
し

た
。
ま
た
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
が
現
場
視
察
に
訪
れ
、
徒

歩
で
橋
梁
を
渡
ら
れ
た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
部
隊
を
異
に
す
る
渡
河
器
材
小
隊
が
一
同

に
集
結
し
て
第
４
０
０
施
設
中
隊
長
を
核
心
に
一
致
団
結
し
て

架
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
北
部
方
面
隊
施
設
科
部
隊
の
架
設
能

力
の
高
さ
を
部
内
外
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。 

暗渠構築（孫別・本管中） 

外柵排水設備補修 
（孫別・３０２坑中） 

装軌車道法面改修整備 
（北大演・３９９施中） 

装軌車道整備 
（北大演・４００施中） 

自走架柱橋の架設 架設隊全員で記念撮影 

橋梁を通過する車両の誘導 

旅団指揮所の構築(３９８施中) 応急橋梁の架設(４００施中) 

＃１モーニングレポート(群本部) 
陣地構築における技術指導 

(３０２坑中) 

群 長 
５施隊長 

 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
梅
木
１
佐
）
は
、
平
成
29

年
10
月
30
日
（
月
）
～
11
月
14
日
（
火
）
、
本
部
管

理
中
隊(

中
隊
長
・
小
森
１
尉)

、
第
３
９
８
施
設
中

隊(

中
隊
長
・
藤
田
１
尉)

及
び
第
３
０
２
坑
道
中
隊

(

中
隊
長
・
矢
口
１
尉)

の
３
個
中
隊
を
以
て
孫
別
演

習
場
整
備
、
10
月
30
日
（
月
）
～
11
月
10
日
（
金
）
、

第
３
９
９
施
設
中
隊(

中
隊
長
・
小
山
１
尉)

及
び
第

４
０
０
施
設
中
隊(

中
隊
長
・
田
川
１
尉)

の
２
個
中

隊
を
第
13
施
設
群
へ
配
属
し
北
海
道
大
演
習
場
島

松
地
区
と
２
個
正
面
の
演
習
場
定
期
整
備
を
実
施

し
た
。
孫
別
演
習
場
整
備
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
粘
土

質
で
あ
り
降
雨
に
よ
る
泥
濘
化
が
著
し
い
演
習
場

を
、
群
と
し
て
大
々
的
に
実
施
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
で
あ
っ
た
為
、
第
12
施
設
群
整
備
隊
が
一
丸

と
な
っ
て
整
備
作
業
を
遂
行
し
た
。
日
に
日
に
日

照
時
間
が
短
く
な
っ
て
気
温
が
下
が
る
条
件
下
、

降
雨
等
の
天
候
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
１

件
の
事
故
も
無
く
、
無
事
に
整
備
任
務
を
完
遂
し

た
。
ま
た
、
第
13
施
設
群
に
配
属
さ
れ
た
２
個
中

隊
も
持
て
る
最
大
限
の
施
設
力
を
発
揮
し
て
、
同

群
の
整
備
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。 

橋梁を渡る高橋はるみ北海道知事 

北海道知事 





省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

松 浦  淳 一 

岩見沢自衛隊音楽まつり開催のお知らせ 

  真駒内駐屯地に所在し、音楽演奏を主任務とする第１１音楽隊と岩見沢市立東光中学校吹奏
楽部とのジョイントコンサート♪さまざまなジャンルの演奏で、皆様に楽しいひと時をお届け
します♪さらに今年もやります！「岩見沢駐屯地オリジナルカレー」の無料配布!! 
   岩見沢の冬の一大イベントである「ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり」にあわせて開催しま
すので、お気軽にお越しください！ 
 

   日 時：２０１８年２月２６日（日） 

   場 所：イベントホール赤れんが  入場無料です！ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や
広報紙、部隊の訓練やイベント情報
などを随時更新しています！ 
 ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 



  の年には何があったの？ 
 
１９７０年（昭和４５年） 
 ・ 日本万国博覧会（大阪万博）開幕 
 ・ 日本航空機よど号ハイジャック事件発生 
 

１９８２年（昭和５７年） 
 ・ 東北・上越新幹線開業 
 ・ ホテルニュージャパン火災 
 

１９９４年（平成６年） 
 ・ オウム真理教による松本サリン事件発生 
 ・ 大江健三郎氏がノーベル文学賞受賞 

そ 

 原点回帰 
残りの自衛隊人生全力で頑張る。 

本管中 宮下准尉 
 

 健康に留意しつつ、毎日体を動か
して行きたい。 

本管中 谷１曹 
 

 笑顔を絶やさず日々勉強に励み
ます。 

本管中 角田１曹 
 

 実りある１年にする。 
３０２坑中 亀石１曹 

 

 実りのある１年にする。 
３０２坑中 西谷内２曹 

 

 日進月歩 
２直支中 斎藤准尉 

 

 挑 戦 
２直支中 竹本１曹 

 

 無病息災 
業務隊 手代森２曹 

 

 改過自新 
基通 石田２曹 

 仕事、家事、育児において「初心」
を忘れずおごらず、コツコツ頑張り
たい。 

本管中 梅津２曹 
 

 戌年だけに、ワンダフルな一年に
できるよう精進します。 

本管中 宮川２曹 
 

 家庭サービスの充実をして、心身
共に鍛え直す１年にします。 

本管中 神田３曹 
 

 私的野営１０泊以上!! 
３９８施中 佐々木(一)２曹 

 

 日々全力！ 
３９８施中 伊藤３曹 

 

 歳に負けず頑張ります。 
３０２坑中 竹谷２曹 

 

 健康第一 
３０２坑中 吉村３曹 

 

 より一層「行動・発言」に責任を持
ち、自分を成長させたい。 

３０２坑中 畑３曹 
 

 飛躍の年 
２直支中 阿部２曹 

 人として、自衛官として成長できる
よう努めます。 

本管中 堀合士長 
 

 順風満帆な生活を送りたい。 
本管中 畑澤士長 

 

 実践躬行 
３９８施中 小林３曹 

 

 日々向上心をもって充実した１年に
する。  

３９８施中 小山３曹 
 

 １日１日を大事にする！ 
３９８施中 島崎士長 

 

 陸曹候補生の指定を頂く。公私を
充実させ、結婚資金を貯める。 

３９９施中 田部井士長 
 

 陸曹候補生指定を実現させる。 
３９９施中 向井士長 

 

 「継 続」 
３０２坑中 田中士長 
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（
以
上
、
１
月
１
日
付
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昇 

任 
 

岩
見
沢
駐
屯
地
内
の
店
舗
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る

企
画
の
最
終
回
は
、
理
容
部
「
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
Ｕ
」さ
ん
で
す
。  

 

本
店
は
昭
和
47
年
に
駐
屯
地
近
く
の
日
の
出
台
に
開
店
、
当
駐

屯
地
で
は
平
成
26
年
２
月
か
ら
営
業
し
て
い
ま
す
。
気
さ
く
な
本

郷
さ
ん
は
、
「
隊
員
の
皆
様
に
気
持
ち
良
く
カ
ッ
ト
、
顔
剃
り
、

シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
接
客
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
火
曜
・
木
曜
・
金

曜
以
外
は
日
の
出
台
の
本
店
に
て
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で
営

業
し
て
い
ま
す
。
カ
ッ
ト
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
の
他
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
お
す
す
め
で
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な
が

ら
く
つ
ろ
い
で
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
す
。
「
外
で
散
髪
す
る
時

間
が
な
い
」、
「帰
宅
前
に
サ
ッ
と
髪
を
切
っ
て
も
ら
い
た
い
」
、
と
い

う
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

３０２坑中 作田３曹 
長男 陸斗 （りくと） くん 

Ｈ２９．１０．２３ 

３９８施中 藤田１尉 
二女 莉奈 （りな） ちゃん 

Ｈ２９．１１．１４ 

本管中 佐藤２曹 
妻 裕子（ゆうこ）さん 
Ｈ２９．１０．１０入籍 

業務隊 鈴木技官 
妻 浅美（あさみ）さん 
Ｈ２９．１２．１入籍 

業務隊 塩原事務官 
妻 愛可（あいか）さん 
Ｈ２９．１２．３入籍 

定

年

退

官 

第３０２坑道中隊 
２尉 三浦 等 
（10月28日付） 

岩見沢駐屯地業務隊 
曹長 石田 圭一 
（11月28日付） 

 
永
年
の
勤
務
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 



 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
梅
木
１
佐
）
は

平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）
、
年
忘
れ
行

事
を
実
施
し
た
。 

 
本
行
事
に
は
、
隊
友
会
岩
見
沢
支
部

（
支
部
長
・
藤
原
氏
）
、
家
族
会
岩
見
沢
支

部
（
支
部
長
・
田
中
氏
）
、
三
笠
父
兄
会

（
会
長
・
坂
梨
氏
）
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
（
豊

村
氏
）
の
多
数
の
御
来
賓
及
び
約
２
０
０

名
に
も
上
る
隊
員
家
族
に
参
加
し
て
頂

き
盛
大
に
実
施
し
た
。
開
会
式
で
司
令
が

「
今
日
は
大
い
に
楽
し
ん
で
行
っ
て
下
さ

い
。
」
と
述
べ
た
後
、
司
令
及
び
御
来
賓
の

方
々
等
に
よ
る
「
つ
き
始
め
」
を
行
い
良
い

１
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈
念
し
、
引
き

続
き
各
部
隊
ご
と
隊
員
家
族
と
一
緒
に

餅
つ
き
を
実
施
し
て
、
会
場
か
ら
は
「
よ
い

し
ょ
！
」
と
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
至
る

所
か
ら
上
が
っ
て
い
た
。
つ
き
上
が
っ
た
餅

に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ

れ
、
駐
屯
地
の
１
年
の
あ
ゆ
み
を
ま
と
め

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
、
群
の
各
中
隊

及
び
２
直
支
中
隊
の
６
個
中
隊
が
優
勝
を

目
指
し
競
う
か
く
し
芸
大
会
、
そ
し
て
本

行
事
の
目
玉
、
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
Ｏ
ｇ
ａ
（
オ

ガ
）
師
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

た
。
Ｏ
ｇ
ａ
師
は
大
学
卒
業
と
同
時
に
プ
ロ

マ
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活
動
を
開
始
、
あ
の
有

名
な
ふ
じ
い
あ
き
ら
師
の
一
番
弟
子
と
し

て
修
業
を
積
ん
だ
実
力
派
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

で
、
多
彩
な
演
技
で
会
場
を
大
い
に
沸
か

せ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
締
め
括
り
に
は
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
当

選
者
が
発
表
さ
れ
る
度
に
ど
よ
め
き
と

歓
声
が
上
が
っ
た
。
こ
の
間
並
行
的
に
屋

外
で
は
隊
員
家
族
を
対
象
と
し
た
軽
雪

上
車
及
び
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
体
験
試
乗
、

屋
内
で
は
子
供
が
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
を
設
け
、
盛
り
沢
山
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
参
加
し
た
家
族
は
大
満
足
の
様
子
で

あ
っ
た
。 

 

本
行
事
を
通
じ
、
関
係
諸
団
体
、
隊
員

家
族
及
び
駐
屯
地
隊
員
の
交
流
を
深
め
、

駐
屯
地
に
対
す
る
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
、

今
年
１
年
を
笑
顔
で
締
め
く
く
っ
た
。 

 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）
、

岩
見
沢
駐
屯
地
及
び
隣
接
す
る
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
平
成
30
年

訓
練
開
始
式
を
実
施
し
た
。 

 

１
月
と
し
て
は
珍
し
く
雨
の
降
る
中
、
ス
キ
ー
機
動
に
て
約
２
ｋ
ｍ

の
コ
ー
ス
を
行
進
し
た
。
行
進
を
終
え
た
隊
員
は
皆
清
々
し
い
表
情

で
、
新
た
な
１
年
の
始
ま
り
を
体
感
し
て
い
た
。
訓
練
開
始
式
終
了

後
に
は
、
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
に
よ
る
お
汁
粉
が
振
る
舞
わ
れ
、

行
進
を
終
え
た
隊
員
は
舌
鼓
を
打
っ
た
。 

 

今
年
は
群
訓
練
検
閲
が
控
え
て
お
り
、
本
開
始
式
を
通
し
群
一
丸

と
な
っ
て
新
た
な
１
年
を
駆
け
抜
け
る
為
の
絶
好
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
事
が
出
来
た
。 

 




